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１．業務締結の概要
　（１）背景・目的

　（２）契約締結先
 ＮＰＯ法人オーガニックサポート(札幌市北区／代表者：平田泰雄）

２．その他

以上

農業におけるＧＡＰコンサルティング会社との業務締結について(お知らせ）

平成22年8月13日

北 海 道 銀 行

記

【内容照会先】
　北海道銀行アグリビジネス推進室　中島・櫻田　℡　011-233-1066

【会社概要】
Ｊ-ＧＡＰ認証取得コンサルタントを行う（その他、有機ＪＡＳ認証や特別栽培農産物の取得
コンサルや農産物商品開発サポートや食に関するイベントやセミナー等を行う）。道内唯一の
Ｊ-ＧＡＰ審査・認証機関である㈱北海道有機認証センターと共に事務局を運営する特定非営
利法人。

　当行は、北海道農業法人協会のサポート会員であり、法人協会の会員に対
してもＪ-ＧＡＰを推奨してまいります。
　当行では昨年6月にアグリビジネス推進室を設置し、融資・販路拡大・付加
価値作りなどで農業生産者様をサポートしてまいりました。今後ともニーズ
に合ったサービスを提供し、お客様の期待にお応えしてまいります。

※ＧＡＰとは（＝Good Agricultural Practice）
農業生産活動を行なう上で必要な関係法令等の内容に即して定めた点検項目に沿って、農業生産活動の
各工程の正確な実施、記録、点検及び評価を行なうことによる持続的な改善活動のこと。
Ｊ-ＧＡＰとはＮＰＯ法人日本ＧＡＰ協会が認証しているＧＡＰである。Ｊ-ＧＡＰは日本の標準的なＧ
ＡＰとして世界的にも評価を得ており国内スタンダードとなりつつある。安全性を含む品質管理、生産環
境整備、労務管理、販売管理などにおいて、適切・効率的に実践するツールとして有効であり、また、取
引先（販売先）からの信用が増すことで販路拡大や海外戦略（輸出）に活用する事例がある。

　北海道銀行（頭取　堰八　義博）では、下記のとおり、Ｊ－ＧＡＰのコンサル
ティング会社と業務提携を締結することとしましたので、お知らせいたします。

　食の安心・安全など農業への関心がかつてないほど高まりをみせており、農産物の
トレーサビィリティや生産工程等も注目されています。農産物の生産工程や品質管
理を評価するシステムにＧＡＰ(※)制度があります。当行は本業務締結によりＪ-ＧＡＰ
を推奨し、Ｊ-ＧＡＰに取り組む農業生産法人を応援していくものです。


